
⑧ウリハダカエデ 
別 名 

― 

 

科属名 
カエデ科カエデ属 

学 名 
Acer rufinerve 

花 期 
５月 

花・実の色 
花・・・黄緑  

実・・・褐色 

分 布 
本州，四国，九州の屋久島まで 

特 徴 
・山地の日当たりのよいやや湿気のある緩やかな斜面

や谷あいに自生し，庭木や公園樹として植栽される。 

・高さ８～１０ｍになる落葉高木。 

・細工物や箸，おもちゃなどに利用される。 

・若木の樹皮は暗緑色で縦の黒い筋がある。成長に伴

って樹皮は灰褐色となり，縦に浅くさける。 

・葉はやや厚い。秋に色づく。 

・実は７～１０月に熟す。 

 


